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 第１章 総則（災害想定） 

 第１節 地震被害想定                          

 

１ 基本的な考え方 

  平成２２年に策定された「当別町耐震改修促進計画」における、想定地震の概要と被害想定に

基き、地震被害を想定する。 

 

２ 当別町周辺における既往地震 

  当別町周辺における震度５～６の地震の記録は資料３１（当別町周辺における震度５～６の地

震の記録）のとおりである。 

 

３ 想定地震 

 ⑴ 北海道における地震の想定 

   北海道地域防災計画（地震防災計画編）による当別町に影響のある想定地震は資料３２（北

海道における地震の想定）のとおりである。 

  ア 北海道東部地震 

    この地震はＭ8.25 と、規模が大きい地震を想定しており、当別町の想定震度は４となって

いる。 

  イ 日高中部地震 

    この地震はＭ7.25 であり、1982 年の浦河沖地震の再来を想定したもので、当別町の想定震

度は４となっている。 

  ウ 石狩地震 

   この地震はＭ6.75 と規模は小さいが、震源に近い当別町は危険度が特に高く想定震度は６

であり、今後北海道と協力して詳細な検討が必要である。 

  エ 留萌沖地震 

   この地震はＭ7.0 で、かつ、震源が沖合いであるため、羽幌町から石狩市厚田区にかけて

の海岸沿いの地域が震度５以上で、当別町の想定震度は４である。 

  オ 後志沖地震 

   この地震はＭ7.75 と大きいが、はるか沖合いに震源を想定していることから、瀬棚町周辺

の海岸沿いで震度が大きいが、当別町の想定震度は４である。 

 

４ 活断層帯について 

  道内の主要起震断層として地震調査研究推進本部が評価を発表しているうち、当別町周辺の活

断層は次のとおりである。 
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 ⑴ 石狩低地東縁断層帯主部 

   石狩低地東縁断層帯主部は、美唄市から岩見沢市、千歳市などを経て安平町にいたる東に傾

く逆断層で、全体としてＭ7.9 程度の地震が想定され、３０年以内の地震発生確率はほぼ０％

とされている。北部に比べ南部のほうで平均変位速度が大きく、別に活動している可能性も指

摘されている。 

 ⑵ 当別断層 

   当別断層は、当別町東部から当別川上流にかけて分布する。西に傾く逆断層と推定され、全

体としてＭ7.0 程度の地震が想定されている。３０年以内の地震発生確率は最大で２％で、こ

の値は我が国の主な活断層の中ではやや高いグループに属する。 

 ⑶ 増毛山地東縁断層帯 

   増毛山地東縁断層帯は、沼田町から北竜町・雨竜町・新十津川町・浦臼町を経て月形町にか

けて分布する。西に傾く逆断層と推定され、Ｍ7.8 程度の地震が想定されている。３０年以内

の地震発生確率は最大０．６％で、この値は我が国の主な活断層の中ではやや高いグループに

属する。 

 

５ 当別断層について（平成１５年１１月１２日地震調査研究推進本部地震調査委員会による） 

 ⑴ 断層の位置及び形態 

   当別断層は、北海道石狩郡当別町二番 

川付近から同本中小屋付近にかけて、南 

北方向に延びている。 

長さが約２０㎞で、西側が東側に対し 

て相対的に隆起する活断層である（図１）。 

 ⑵ 断層の過去の活動 

   当別断層の平均的な上下方向のずれの

  速度は、０．１－０．２ｍ／千年程度で、

  最新の活動は約１万１千年以後、約２千 

２百年前以前にあった可能性がある。 

活動時には、断層の西側が東側に対し 

  て相対的に１．５ｍ程度隆起した可能性 

がある。本断層の平均的な活動間隔は７千５百－１万５千年程度であった可能性がある。 

 ⑶ 断層の将来の活動 

   当別断層は、全体が一つの活動区間として活動した場合、M7.0程度の地震が発生する可能性

がある。また、その時、断層の近傍の地表面では、西側が東側に対して相対的に１．５ｍ程度

高まる段差や撓みが生ずる可能性がある。本断層の将来の地震発生確率は、今後３０年の間に

発生する確率が０～２％と予測されており、国内の活断層の中でもその発生確率はやや高いグ

ループに属している。 
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図１ 当別断層 

 

６ 被害想定結果 

想定地震による被害の想定は、資料３３（地震被害想定結果）のとおりである。 

 


